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一

入

浜

塩

田
展

開

の
背

景

三
田
尻
塩

田
は
入
浜
塩
田
な

の
で
、

は
じ
め
に
入
浜
塩

田
が

い
か
な
る
歴
史
的
背
景

の
も
と

に
成
立
し
た
か
を
、
発
展
段
階
を
区
切

っ
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て
検
討

し

て
み
よ
う
。

1

初
期
入
浜

入
浜
塩

田
は
瀬

11
内
卜
州

(旧

一
〇
か
国
)
に
お

い

て
著

し
く
進
展

し

た
。

こ
れ
が
存
立
し
た
期
間
は
四
〇
〇
年
、

あ
る
い
は
萌
芽
的
期
間
を
加

え
る
と
も

っ
と
長

い
。

し
た
が

っ
て
そ
の
開
発

の
時
代

に
よ

っ
て
構
造
と

生
産
力
を
異

に
す
る
。
原
始
的

で
小
規
模
な
も

の
は
幕
藩
体
制

の
は
じ
ま

る
以
前
か
ら
造
ら
れ
た
が
、
慶
長
年
間
か
ら
寛
永

の
末
年

に
か
け

て
の
半

世
紀
間

に
多

く
造
ら
れ

た
。
寛
永
末
年
ま

で
に
造
ら
れ
た
も
の
を

「
初
期

入
浜
」
と
い

っ
て
お

こ
う
。

こ
の
塩
田

の
特
色
は
次
節

に
お
い
て
示
す
よ
う
に
、

一
区
画
が

一
反
前

後

で

一
戸
当

の
経
営
面
積

も
三
反
未
満

で
あ

る
と

こ
ろ
か
ら

㎜
百
姓
小

浜
」
と
い
わ
れ
、
農
業
と
兼
業

で
お
こ
な
わ
れ

て
い
た

の
が
特
色

で
あ
る
。

近
世

に
な

っ
て
か
ら
の
開
発
塩
田

で
、
瀬
戸
内

で
知
ら
れ

て
い
る
の
は

図

1
に
示
し

た
が
、

こ
の
期

に
開
発

さ
れ

た
も

の
は
播
磨

と
阿
波

で
あ

り
、
河
川
に
よ
る
土
砂

の
堆
積

に
よ

っ
て
、
沖
積
地
が
豊
富

に
形
成
さ
れ

た
地
域

に
集
中
し

て
い
る
。
も

っ
と
も
早
く
文
献

に
出
現
す
る

の
は
播
磨

の
荒
井
浜

で
あ
り
、

こ
の
浜

の
巧
者

で
あ

っ
た
馬
居
七
郎
兵
衛
と
、
大
谷

五
郎
右
衛
門

の
両
人
が
、
阿
波
撫
養
塩
田
を
開
発
し
た
と

い
う
伝
承

は
、

図1十 州主要塩田の類型

耐
C
坂
出

C
詫
間
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塩

田
史
上

に
お

い

て
有

名

で
あ

る
。

撫

養
塩

田
は
慶

長
十

、
一年

(
一
六
〇
七
)
ま

で
に
.
一四

町

四
反
余

が

開
発

さ
れ

た
が
、

こ
れ

は
茅

原

に
な

っ
て
い
た
陸
地

を

開

い

て
塩

田

に
し

た
も

の

で
、

は
じ

め

は
、

後

に
開

発

さ
れ

た
塩

田

の
よ

う

に
石

垣
を

め
ぐ

ら
し

た
も

の

で
な

く
、

土
堤

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

そ

の
後

一
七

世
紀

な

か

ば
か

ら

は
初

期
入

浜

よ

り
す

ぐ

れ
た
塩

田
が
瀬

戸
内
各

地

に
開

発

さ
れ
、

そ

の
面

積

の
増

大

に
よ

っ
て
過
剰

に

な

る

ほ
ど

の
塩

が
生

産

さ

れ

た

の

で
、

初
期

入
浜

の
生

産

条

件

の
不
利

性

が

顕
菩

と

な

り
、
面
積

を
減

少

し

て
ゆ
く

の

で
あ

る
。
荒

井
占

浜

は
正
保

三
年

(
一
六
四
六
)
に
四

三
町
歩

余

で
あ

っ
た

が
、

万
治

.
一年

(
一
六
五
九
)
に
は

.
一八
町

一
反
余
、

寛
保

二
年

(
一
七
四
二
)

に

二

、
一町
歩

余

と

な

り
、
寛

延

.
一年

(
一
七
四
九
)
に
は
す

っ
か

り
消
滅

し

て

い
る
。
ま

た
赤
穂

塩

屋
村

の
占
浜

も
、

元
和

六
年

(
エ
ハ

、O
)

に
三

五
町

歩
余

が
宝
永

三
年

(
一
七
四
六
)
に
は

一
五

町
九

反

と
な

り
半

減

し

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に
初
期

入

浜

が
面

積

を

減

少

し

は

じ

め

た

の
は
、

前
述

し

た

よ

う

に
新

開

発

塩

田

と

の
競

争

に

よ

っ
て
破

れ

た
か

ら

で
あ

る
。

そ
れ

は
第

一
に
、

初
期

入

浜

の
開

発
技

術

が
未

熟

で
、

ま
た
零

細

な
個

人
資

金

の
拠

出

に
よ

っ
て
推

進

さ
れ

た

の
か
、

そ

の
塩

田

は

満
潮

時

に
海

水

が

到
達

し

て
冠
潮

す

る
陸

地

を
塩

田
化

し

た

「
岡
浜

」

あ

る

い
は

「地

浜

」

と

い
わ

れ

た
も

の
で
、
塩

田
造

成

が
容
易

で

あ

っ
た
が
、

ま

た

反
面

で
は

そ

の
弊

害

を
強

く

う

け
た
。

陸

地

の

一
部

で
あ

る
た

め

に
、

隣
接

の
耕

地

の
悪
水

に
汚
染

さ
れ

、
甚

だ

し

い

場

合

に
は
塩

分

が
凝

固

せ
ず

、

ま

た
、
河

川

の
淡

水

の
流

入

に
よ

っ
て
塩
分

が

う
す

め
ら

れ

た
。
洪

水

の
折

に
は

一
段

と

う

す
め

ら

れ

て

何

日
も
作

業

が

で
き
ず
、

ま

た
堤

防

が
石

垣

で
な

か

っ
た

の

で
堤

が
破

壊

さ

れ
、

一
朝

に
し

て
廃

田
化

す

る
厳

し

い
環
境

の
も
と

に
お

か

れ

て

い
た
。

2

中
期

入
浜

中

期

入
浜

は
正
保

元

年

二

六
四
四
)
頃

か

ら
、
過
剰

生

産

に
よ

っ
て
塩

価

が
下

落

し
生

産
抑

制

の
た
め

の

「休

浜

」

の
声

が
出

て
く

る

宝

暦

十

三
年

(
一
七
六
,..)
頃

ま

で

の

}
世
紀

余

の
期

間

に
造

成

さ
れ

た
塩

田

で
あ

る
。
初

期

入
浜

は
生

産
量

が

少

な
か

っ
た

の

で
領
域

市
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場

に
限
定

さ
れ
て

い
た
が
、
中
期
入
浜

は
全
国
市

場

の
成
立

に
よ

っ
て
塩

の
市
場
が
拡
大

し
、

そ
れ
を
基
礎
と
し

て
開
発

が
進
行
し

て

い

っ
た
の
で
あ
る
。

幕
藩
体
制

の
成
立

に
と
も
な
う
兵
農
分
離

に
よ

っ
て
、
武
七
や
商
工
業
者
が
農
村
か
ら
離

れ

て
城
下
居
住
者

と
な
り
、
農
村
と
都
市
と

の
機
能
が
画
然
と
分
離
さ
れ
た
。
ま
た
生
産

に
参
加

し
な
か

っ
た
武
上
層
は
、
農
民
か
ら
現
物
貢
租
と
し

て
米
を
無
償

で
搾
取

し
た
。

都
市
居
住
者

に
な

っ
た
商

工
業
者
は
、

そ
の
生
産
原
料
や
消
費
物
資
を
農
村

に
求
あ
、
製
品

の

一
部
を
農
村

に
販
売
し
た
。

ま
た
武
b

層

は
米
年
貢
を
商
品
化
し

て
、
消
費
物
資
を
購
入
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。
非
農
民
化
し
た
都
市
居
住
者

が
、

こ
の
よ
う
に
農
林
水
産
物

の

商
品
化
を
促
す

こ
と
と
な
り
、
東

日
本

で
は
江
戸
、
西
日
本

に
お
い
て
は
京
都

・
大
坂

の
三
大
市
場
が
成
立
し
、
塩

の
市
場
も
同
時

に
拡

大
し
た
。

江
戸

で
は
瀬

戸
内

か
ら
承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
に
三
〇
万
石
輸
送
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ

て
お
り
、
享
保

二

年

(
一
し

、六
)
に
八

四
万

石

に
増
大
し
、
大
坂

で
は
正
徳
年
間
三
六
万
石
が
、
元
文
年
間

に
四
六
万
石
、
化
政
期

に
六
〇
万
石
と
な

っ
て
い
る
。

江
戸

・
大
坂
と
な
ら
び
塩
市
場
と
し

て
重
要

で
あ

っ
た

の
は
、
寛
永
末
年

に
成
立
を
み
た
北
国
市
場

で
あ
る
。

こ
の
航
路

の
開
通
を

み

て
新
潟
港

へ
、
一〇
万
石

の
塩
が
入

っ
て
お
り
、
幕
末

に
は
北
国

へ
六
〇
万
石
輸
送

さ
れ

て
い
る
。

巾
期
入
浜
が
中
央
市
場
な
ら
び

に
北
国
市
場

の
遠
距
離

の
地

へ
塩
を
出
す

こ
と
が

で
き
た
の
は
、
廻
船

の
発
達

に
た
す
け
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

そ
れ
は
瀬

戸
内

で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
弁
才
船
が
、
元
和
頃

か
ら
改
良

が
加
え
ら
れ
、
寛
永
年
間
に
は
本
格
化
し
、
元
禄
期

に
は
帆
走
専
用
船
と
な

っ
た
。

船
型
や
舵

の
改
造

で
航
海

日
数
が
短
縮
さ
れ
、
ま
た
大
型
化
し

て
積
載
量
を
増

し
、
帆
走
専
用

に
よ
り
操
櫓
用
水
主
が
不
要
と
な

り
水

主
を
減
じ
、
労
賃

が
低
減
と
な

っ
た
。

ま
す

め

塩

は
価
格

の
割

に
は
重
量

が
重

く
、
長
期

に
船

に
積
込
ん
で
お
く
と
品
質
が
悪
化
し
、
枡
目
も
減
少
す

る
が
、
弁
財
船
の
出
現

に
よ

っ
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て
運
賃
が
軽
減

さ
れ
、
運
送
日
数
も
短
縮

さ
れ
て
、
遠
隔
地
輸
送
商
品

に
な
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
ま
た
弁
財
船

の
改
良

に
応

じ

て

港
湾

が
整
備
さ
れ
、
内
陸
部
を
結

ぶ
た
め
に
河
川

の
簾

も
促
進

さ
れ

て
、
塩

が
内
陸
深
く
ま
で
運
送
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
・
轡

内
塩

の
市

場

が

一
層
拡

大

し

た
。

こ

の
よ
う
な

現
象

に
よ

っ
て
、
塩

田

の
開

発

が

順

調

に
進

み
、
正
保

元

年

(
=
ハ
四
四
)
か

ら
元

禄
末

(
一
七
Q

..)
ま

で
の
半
世

紀

間

に

特

に
集
中

し

、

そ

の
面
積

は
八
〇

〇
町

歩

ほ
ど

で
、
江

.月
時

代

開
発

塩

m

の
、
.六

%
を
占

め
、

そ

の
う

ち
赤
穂

伝

五
町

・
備

後
ヒ

○

町
・

安
芸

九

八

町
、

周
防

一
五
七

町

、
阿

波

、
一四
〇

町
歩

等

が
L

た

る
も

の

で
あ

る
。

こ

の
期

の
塩

田

の
特

筆

す

べ
き

こ
と

は

一
区
画

の
規

模

が
大

と

な

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

初

期

の
も

の

は

一
区
画

一
反

余

に
す

ぎ
な

か

っ

た
が
、
巾
期

は
じ
め
三
反
六
畝

ぐ
・り
い
、
時
代

の
経
過

に
と
も
な

い
竹
原
塩
田

の
よ
う

に
八
反
六
畝

に
も
な
り
・
塩
業

の
塁

化
奇

能

に
し

た
。
さ

り
に
面
積
が
各

軒
前
が

ほ
ぼ
均
等

で
、
区
画
後

に
煎
驚

の
釜
犀
を

一
軒

そ
な
え

て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な

こ
と
は
塩
業

の
基

準
規
模

の

コ

軒
前
L
と

い
・つ
の
は
、
初
期
入
浜

の
段
階
ま

で
は
釜
髪

基
準
と
し
た
も

の
で
あ

っ
た
が
・
4・
期
入
浜
か
ら
は
塩

田

の
面

積

を
基

準

に
す

る
よ

・つ
な

転
換

が

お

}、
な

わ

れ

た
。

そ
れ

に
よ

・
て
、

初
期

入
浜

で
は
塩

田

の
売

買

が

沼

井

何
個

分
L

と

い
う

よ

う
に
塩
田
が
分
割
切
売

さ
れ
た
が
、
中
期
入
浜

で
は

一
軒
前
を
単
位
と
し
て
売
買
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
画
期
的
展
開

に
か
か
わ
ら
ず
、
他
面

に
は
宿
命
と
も

い
え
る
制
約

が
あ

っ
た
。

こ
の
期

の
塩
田
は
遠
浅

の
海

や
、
浅
海

の

入
江

に
造
成
し
た

の
で
あ
る
が
、
か
か
る
浅
海

は
河
川

の
土
砂
の
堆
積

に
よ

っ
て
形
成

さ
れ
た
の
で
あ

る
か
・り
・
塩
田
が
開
発

さ
れ
た
後

も
、
河
川
が
土
砂
を
堆
積
す
る
運
動

は
休
止
す

る
}し
と
な
く
続
行

さ
れ
、
さ
ら
に
洪
水

に
際
し

て
は
河
底

に
沈
澱
し

て
い
る
土
砂
を
運
び
・

ま
た
堤
防
を
破
壊
し
、
常
時

に
は
河
水

の
淡
水

を
流
入
し
、
か
か
る
厄
か
ら
こ
の
段
階

の
入
浜
塩
田
は
、

の
が
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ

.
て
塩

田
が
減
少
し
た
り
、

塩

の
生
産
量
が
減
少
し
た
り
し

て
い
る
。

饗

で
は
宝
暦
卜

三
年

(
一
七
六
ご

に

充

七
軒
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あ

っ
た

の
が
・
享
和
二
年

(
天

Q

、)
に
は

西

八
軒

に
な

り
、
面
積

で
七
、
酊

歩

ほ
ど
減
少

し
て
い
る
。
竹
原
塩

田
で
も
生
産
額
が
享

保
初
年

に
二
六
万
俵
を
生
産
し

て
い
た

の
に
、
宝
暦
末
年

に
二
〇
万
俵
を
割
り
、
さ

り
に
謄

年
間

に

三

万
俵
と
な
り
、
最
盛
期

の
半

分

以
下

に
な

っ
て

い
る
。

3

後

期

入
浜

中
期
入
浜

が
面
積

や
産
額

の
減
少
が
続
行

し
て
い
る

万

で
、
未
開
地

で
塩
田
が
開
発

さ
れ

て
い
る
。

}、
の
塩

田
を

「
後
期
入
浜
」
と

称
す

る

こ
と

に
し

よ
う
。

後
期
入
浜

は
明
和
初
年
か
ら
謄

末
年
ま

で
の

一
世
紀
間

に
開
発

さ
れ
た
塩
田

で
、

天

○
○
町
歩

に
も
達
し
て
い
る
。
開
発
地
域

は
、

は
じ
め

に
周
防

・

お
わ

り
頃

は
備

前

・
讃

岐

・
伊

予
等

の
地

域

で
、
従
来

比

較
的

に
塩

田

が
少

な
か

っ
た
地
域

に
集

中

し

て
い
る
。

備
前

は
民
間

資
本

に
よ

っ
て
開

発

さ
れ
、

開
発

後

は
そ
れ

を

保
有

し

て
大
聖

化

し
、

周
防

は
藩

の
資
本

に
よ

.
て
開
発

し

て
、

そ

の

後

に
有
償

で
民
間

に
払
下

げ
、

伊

予

・
讃

岐

は
藩

の
資

本

に
よ

.
て
開

発

さ
れ
、

藩

が
所

享

る
と

い
・つ
ふ
.つ
に
、

そ
れ
ぞ

れ
異

な

.
た

形
態
を
示
す
が
、
藩
財
政
を
強
力

に
し
、
幕
府
か
ら
自
壷
し

よ
う
と
す
る
風
潮
が
開
発
を
促
進
さ
せ
た
。

後
期
入
浜
は
・
中
期
入
浜
が
浅
海

の
入
江

に
位
置

し
、
河
川

の
運
搬
す
至

砂
と
、
淡
水

の
流
入

に
悩
ま
さ
れ
た
Ψ、
と
に
鑑

み
、
第

に
河
川

の
流

入

。
周

辺

を
耕

地

に
し

て
、

河

川

か

ら
塩

田
を

遠
ざ

け
、

第

、
正

は
四
国

諸
浜

に
み

・り
れ

る

よ
・つ
に
、

土
砂

を

旺
盛

に
海

に

運
搬
し

て
・
デ

ル
タ
を
形
成
す

る
河
川

の
周
辺
を
避

け
た
。
第
三

に
は
薦

よ
り
海

に
進
出
し

て
海
底
を
埋
め

て
造
り
、
そ
れ
に
よ

.
て

塩
田
が
大
型

に
な
り
・

5

0
町
歩
を

こ
え
る
も

の
が
出
現
し
、

一
軒
前
が

一
町
五
反
前
後

の
均
等
区
分
を
特
色
と
し

て
い
る
。

本
稿

に
お

い
て
入
浜
塩
田
を
・
塩
田

の
位
置

に
よ

っ
て
三
区
分

し
葎

由

は
、
入
浜
塩
田
が
も
と
も
と
自
然
物

の
採
取
を
出
発
点
と
し
、

そ
の
制
約

を
充
分

に
克
服
し
え
な
い
近
世

の
段
階

で
は
、
生
産

の
場
た
る
塩
田

の
お
か
れ

て
い
る
場
所

が
、
生
産
力

に
対
し
有
力

に
作
用

し
た
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
・

そ
の
場
所
を
開
発
技
術

の
進
展

に
よ

.
て
、
塩
業
生
産

に
有
利
な
方
向

へ
変
え

つ
つ
、
さ
、b
に

一
軒
前

の
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規
模

を
拡

大

し
た

}、
と

に
よ
り
、

先

に
開

発

し

た
塩

田
と

の
間

に
、
段

階
的

な

生
産

力

の
格

差
を

生

じ
・

旧
塩

田

を
後
退

せ
し

め
た

の

で

あ

る
。

二

三
田
尻
塩
業
の
推
移

1

周
防

の
初
期
入
浜

近

世

に
毛

利
藩

と
な

.
た
周
防

と
長

門

国

に
は
、
三

田
尻

塩

田

の
開
発

前

の
慶

長
卜

五
年

(
一
Lハ
δ

)
に

5

0

町
歩

ほ
ど

の
塩

田
が

あ

り

、

そ
れ

か
.b

五

年
後

の
章

水
.
奪

(
一
六
.
」五
)

に
は

三

六

町
歩

に
増
加

し
、
吉

敷

・
佐

波

の
両

郡

に
過
半

が
集

中

し

て
い
た
・

佐
波

郡
佐
波
令
国
衙
村

に
は
慶
長
卜

五
年

の
検
地
帳

の
内
容

が

『
防
長
風
土
注
進

地

案
』
(
三
田
尻
宰
判
)
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
村

は
当
時

は
ま
だ
東
大
寺

の
所
領

で

有蘇

あ
り

(東
人
寺
修
理

の
た
め

の
料
国

で
、

東
奪

の
人
勧
進
が
周
防
国
を
知
行
し
た
)

泓

田
三

町
九
反
余
畑
五
町
五
反
余
、
屋
敷
五
町
五
反

δ

歩
の
ほ
か
に
塩
田
九
反
、
畝

糊

二
〇
歩
が
存
在
し

て
い
る
。

蹄

塩
田
を
保
有
す
る
者
は
春

に
示
し
た
よ
う
に
八
人
で
・
塩
畢

均
保
有
面
積
墜

年15

反

一
畝

余

で
、

上
位

が

一
反

七
畝

、

下

位

が
七
畝

で
あ

る
。

す

べ
て

の
者

が
塩
業

だ
け

塑

で
は
竪

で
茎

半
数
の
者
が
田
畑
を
保
有
し
て
い
る
が
・
こ
れ
だ
け
で
は

(国
衙

塑

村

の
所
有
)
自
活

で
き
な

い
.

▼、
の
よ
う
な
経
営

が
初
期
入
浜
時
代

の
塩
響

の
姿
な

の

で
あ

る
。

検
地

帳

の
塩

浜

の
記
載

を
通

じ

て
、

当
時

の
製
塩

状
況

が

あ

る
程
度

わ

か

る

の

で
、

そ

の

↓
部

を
抄
出

し

て
み

よ
う

。

一 皿 一 一__ __ 一「 一 一 』　 ㎜

～4塩 田 田 畑
1屋 敷

畝 畝
一_

畝
源rFゴ8.1018 .20 3.20

r†∫左 衛 門17 .00100.00i

鞭 需11411:00202・204.10

3.00

I
l又 五 郎 「10.00、6.10

嚥+ll7.0017.0011

瞳 二墨L遡1 -一 　 }1

己 一童L上922・ 「121⊥1・.2・1 6.20
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中

ノ
下
八
畝

米
弐
斗

源
市

杁
、
一
ツ
小

中

ノ
、卜
壱
反
七
畝

米

四
斗
、..升

市
左
衛
門

杁
.
一
ツ
小

中
壱
反
四
畝

米
六
斗
弐
升

源
右
衛
門

杁
」、一ツ
小

(中
略
)

ド
八
畝

米
八
升

孫
六

杁
壱

ッ
小

塩
屋

一
間

畠

一
ツ

源
市

坪

六

ツ

大

市
左
衛
門

米
八
斗

源
右
衛
門

同

弐

ツ

中

又
五
郎

孫
六
彦
十
郎

　
ご
　

塩
田

に
付
属
し

て
い
る

「
杁
」
と

い
う
の
は
、
満
潮
時

に
海
水
を
塩
田

に
流
し
込
む
水
門

で
、
堤

に
埋
あ
込
み

、
面
積

に
応
じ

薮

に
差
違

が
み
ら
れ
る
・
鍼
水
を
煎
熱
す
る
釜
屋
が

一
軒
あ
り
、
そ
れ
が
七
人

の
共
同
保
有
と
な

っ
て
お
り
、

天

だ
け
が
除
か
れ
て
い
る
。

ま
た
釜
屋

に
付
属
す
る

「坪
」

は
・
煎
挙

る
た
め

に
戯
水
を
貯
迭

ん
だ
坪

で
あ
る
。

▼、
の
数

は
大
小
八
個

で
塩
業
者

の
数
と
A
口
致
し
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9

て
い
る
か

り
、
釜
屋
保
有
か
.b
除
か
れ

て
い
た

天

は
、
釜
屋

の
使
用
料
隻

払

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
史
料

の
写
洩
れ
か
と
思
わ
れ
る
・

東
佐
波
A
η
国
衙
村

は
、兀
和

二
年

に
検
地
を
う
け
奈

、

こ
の
検
地
帳

に
は
塩
田

の
記
撃

な

い
・
お
そ
・b
く
こ
の
頃

に
は
塩

田
を
廃
し

田
畑

に
な

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

2

三

田
尻
塩

田

の
特

色

三
田
尻
塩
田
は
元
禄

一
.
奮

天

九
九
)
に
二
五
軒
前
、
四
三
町
歩

叢

初

に
開
発

さ
れ
た
。
こ
の
塩
田
は
各
地

の
塩
円
に
比

し

て
画

期

的

な

も

の

で
あ

る
。

そ
れ

は
開
発

の
当
初

か

ら

一
軒

前

の
形

態
を

整

え

て
お

り
、

時

代

は
少

し
早

い
け
れ

ど
も
後

期

に
出

現

す

る
塩

田

の
先

駆

と

み

な
し

う

る
。

こ

の
塩

田

の
開

発

を
皮

切

り

に
、

中

浜

・
鶴
浜

・

大

浜

.
北
浜

.
江
泊

・
西
浦

等

が
開

発

さ
れ

た
。

そ
の
由

来

に

つ
い

て

況表2三 田尻塩田の概

軒 面 積 生産高 銀 高

俵
一

25

13}ll:ll遷

84,000

46,800

、

2235,850 78,600 貫
(1.fi3)

T

2,368,304

60
118.4800

14(1.60)

194,300

32,2QQ
」

1727.4922 51,600 Zgo3i5
(1。62)

3555.fi820 114,900 623,913
(1.59) 1

皿『}_

186297.44Q9
-{

602,400
工

3,272,532

町
1軒 平 均1.6
『 聞一

1町 町当塩
俵

2,025
　 一一』 ___

開 発 年 代

元 録121699

享 保21717

宝 暦353

ss明和3

ri

宝暦6

鷹

 
浜

浜

浜

浜

泊

中

鶴

大

北

江
156

磨∵
()内1軒 当面積

『防長風t注 進 案』9王 田尻宰判第 卜 二浜方。

『
防
長
風
土
注
進
案
』

は
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

右
之
諸
浜

は
惣
而
元
禄

巳
後
之
開
作

二
而
、
占
浜
は
元
禄
↑
二
卯
年

御
本
勘
6
御
築
立
相
成
大
開
作
之
内

二
而
、
古
き
浜
ゆ

へ
古
浜
と
唱

(.
一年
)

(篭
利
)

申
候
、
中
浜

は
享
保
酉

ノ
年
、
毛

人
蔵
様
6
中

ノ
村
御
開
作
御
築

立
相
成
、
其
後
上
地

二
相

成
候
、
中

ノ
村
之
浜

ゆ

へ
中
浜

と
申
候
、

鶴
浜

は
宝
暦
三
申

ノ
年
堅

田
安
房
様
御
築
立
之
御
開
作

二
而
切
損
ヒ

地

二
相
成
、
明
和
元
申
年
御
撫
育
方
6
御
築
立
相
成
候
、
此
浜

二
鶴

お
り
候

二
つ
き
鶴
浜
と
申
候
、
大
浜
は
明
和

三
戌
年
御
撫
育
方
6
御

築
立
相
成
候
、
大
き
な
る
浜

ゆ

へ
大
浜
と
唱
申
候
、
惣
而
塩
浜

二
而

一



10商 経 論 叢 第32巻 第1号

三田尻四か所塩田(数 字は軒数)図2

女
養
寺

御
米
蔵

横
入
川

問

屋

口

占
浜

25

中 野 村f1L地
L 地

 

新

/禁 斤肖f∫田r
一下 月

ll1

浜

13

郵

～ 一/

I」

北 浜内村
浜
14 〔

}){{({

四
ノ

桝

11

嘘

ご ニ

ノ

桝

17

'

こ

ご

=

ノ

桝

18

ノ

..

輸

大
ノ 浜

桝

16

一
'

島

 

向

南
蛮
樋
村

田

島

御
蔵

畠
は
僅
有
之
、

田
方
は

一
向
無
御
座
候
、

一
庄
屋

.
畔
頭
壱
組

二
而

御
座
候
事

古
浜

は

「御
本
勘

」
の
開
発

で
あ
る
。
こ
れ
は

「
公
儀
開
作
」
と

い

っ

て
、
藩

の
本
部

の
会
計
す
な
わ
ち

「所
帯
方
」
勘
定

に
よ
る
も

の
で
あ

る
。
中
浜
と
鶴
浜

は
家
臣

に
よ
る

「
御
家
来
開
作
」

で
開
発
後

は
上
地

と
な
し
た
後

に
、
民
間

に
有
償

で
払
下
げ

た
。
大
浜
は

「撫
育
方
」
で
開

発
し
た
が
、
こ
れ
は
宝
暦
検
地

の
折

に
新
財
源
を
管
轄
す
る

「
撫
育
方
」

を
設
置
し

て
か
ら
、

新
浜

や
新

田
開
発
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

そ

の
線

に
そ
う

て
開
発
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
四
浜

(北
浜
を
大
浜

に

合
わ
せ
)

ご
二
四
軒
を

「
三
田
尻

四
か
所
塩
田
」
と
称
し
、

さ
ら

に
江

泊

・
西
浦

の
五

二
軒
が
三
田
尻
宰
判

の
管
轄
下

に
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ

れ
を
加
え
た
も

の
を

「
三
田
尻
六
か
所
塩
田
」
と
も

い
う
。

三
田
尻
塩
田
は
先
述
し
た
よ
う
に
、

開
発
当
初

か
ら

一
塩
田

一
町
六

反

の

コ

軒
前
」
を
形
成
し
、

さ
ら

に
河
川
と
の
距
離
を
五
〇
丁
ほ
ど

と
り
、
初

期

の
塩

田
と
異
な

り
淡
水

に
よ

っ
て
薄

め
ら

れ
る

こ
と
な

く
、
「
桝
築
」
で
陸
地
か
ら
遮
断

し

(図

2
)
陸
地
か
ら
の
悪
水
を
防
ぎ
、

ま
た
製
塩
諸
家
屋
周
辺
や
道
路
脇

に
は
悪
水
溝
を
掘

っ
て
、

塩
田

の
地

場

に
悪
水

の
入

ら
ぬ
よ
う

に
し
た
。

こ
れ
は

こ
の
図
2
を
み
れ
ば
よ
く
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図3三 田尻塩 田一軒前の規模

道前

溝水悪

壱
町

五
反
、
浜
形

ハ
堅
百
弐
拾

間

、
横

..拾
し
問
半

、
四
r
況
百
坪

縫
数
壱
筋
に
拾
八
、
11
筋

に
兜

拾
縫
、
壱

ツ
ニ
穴
弐

ツ
、
百
八
卜
穴
あ
り

是
を

ト
方

二
而

ハ
.白
八
ト

マ

エ
ノ
浜

と
.ム

彫
尊

二
鯛訴
ミ

暫
鮒
罫
捌

へ 樋 ゲ

ム
ミ
申

毎ぐ

Y市

u
i-
1鯛

き

8y

日

日

日

日

㊤

骨

牽㊤

11

血

よ

ん

;
¥

口

凸

]
り

ご

ん

"
♪

と

日

自

⇔

r

ミ
釦

ム 壬
)」

訴n♪
ミ 訴 羊4

申 ミ 寸 喜

1』1

lU

日

日

臼

臼

臼

日

⇔

輪
8
穴

類
居
宅
屋
敷
八
間 幡倫
__二=川=・ 人 』_

(松岡利夫編 『防長塩業史料集』より)
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発費 用(元 録12年)

[鯉
132.225〃[

1.79.420"

88.098〃

23,938"

27

6

489.094〃

11.374

,
　

s.5s

36.69

18.02

4.90

99.94

__1

表3三 田尻古浜開発

諸 費

垣石代 ・築手間賃共

留所その他砂積舟賃

買物代銀

郡日用賃

所日用 ・塩浜入川南蛮樋 ・唐樋すえ賃

夫飯米 ・役人増扶持 ・諸手子雑用

計

 

「

石
汐
藷

陵

に

疇

」
蓋浜25軒(43町) 1町 歩当

貰

松岡利夫編 『防長塩業史料集』中の 「三田尻御開作一巻 」。

わ
か

る
。

図

の
話

が
出

た

つ
い

で

に
、

三

田
尻

塩

田

一
軒
前

の
構
造

を
、

図

3

に
よ

っ
て
み

る

こ
と

に
し

よ
う
。
こ
の

一
軒

前

は
、
縦

一
.
一〇

間
、
横

三
七

間
半

の
四

五
〇

〇
.坪
、

一
町

五
反

で
、

浜
溝

を
も

っ
て
三

反
つ

つ
、

五

区
分

さ
れ

て

い
る
。

こ
の
浜

溝

は
堤

に
と
り

つ
け

て
あ

る
水

門

か

ら
入

っ
た
海
水

を

塩

田

に
み

ち
び

く
た

め

の
も

の

で
あ

る
。

そ
し

て
海

水

は
地

場

に
浸
透

し
、

毛

細

管
現
象

に
よ

っ
て
上
昇

し

て
、

地

場

に
散

布

し

て
あ

る
砂

に
付

着

し
、

日
光

と
風

に
よ

っ
て
水

分

が

蒸

発

し

て
濃

度

の
高

い
海
水

と

な

る

(鹸
砂

)
。

鹸
砂

を

か
き

あ

つ
め

て
、

図

に
示
す

沼
井

の
中

に
入

れ
、

そ

の
上

か

ら
海
水

を

そ
そ

い
で
濃

い
塩

水

(鍼

水

)

を
と

り
、

こ
れ
を

一
旦

坪

(
、
」四
坪

)

に
運

び
、

釜

屋

で
煎

熱

す

る

と

塩

と

な

る
。

図

で
居

宅

と

い

う

の
は
経

営

者

の
住

宅

で
、
浜

小

屋

(六

坪

)
は
浜
子

の
小
屋

で
、
そ

の
右

側

の
茅

ぶ
き

の
も

の
が
釜
屋

(
二
〇
坪

)

で
、
堤

の
上

に
松
葉

や
石

炭

な
ど

の
燃

料

を
入

れ

た
納
屋

や
、

塩

を
入

れ

る
蔵

(
、
一〇
坪

)

な

ど

が

あ

る
。

沼

井

は

図

の

説

明

で

は

三

反

に

一
八

個

と

な

っ
て

い

る

が
、

こ

れ

は

「
裁

嬢

ぬ

い
」

で
二
個
分

に
あ

た

る
。

「
片

ぬ

い
」

で
あ

れ
ば

一
畝

に

一
個

三
反

で
は

三
〇
個

で
あ

る
。

三
田
尻
六
か
所
塩
田
は

天

六
軒
、

二
九
七
町
歩

で
あ
り
、
呆

有
数

の
大
塩
田
地
帯
を
な
し
、

一
軒
前

一
町
六
反
平
均

で
、
天
保
+

四
隻

天

四
ご

に
六
〇
万
隻

俵
五
斗
入
)
の
生
産

を
あ
げ
、
銀

三
.
石

、
責

姦

得

し
て
い
る
。

蒔

当
り

の
塩

の
収
量

は
二
。
二

五
俵

で
・

こ
の
時
代

に
三
田
尻

は
厳
し

い
休
浜
を
唱
導
し

て
い
た
関
係
で
辱

、
休
浜
前

に
は
三
・
・
○
俵
を

、
え

て
い
た

}」
と
が
推
定

さ

れ

て

い

る

。
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表4中 期と後期入浜の労賃の効率比較

田 名 年 代 1.1/Jr「 塩 代 銀c 労賃の倍
率C/B『_

浜 ・尾 崎浜

72軒 平均)

寛 政2(1790)

妾欝 劉 霧

反 貫 匁 貫 匁
8i2.800110.200
8.5;ｬ3.342,E$ .131.74

倍

3.fi4

2.43

高島塩田) 天保13(1842) 14,016,678121 ,963 3.29
(東分平均) 文政2(1819) 15.05,11718 ,150 3.55

(134軒 平均)1天 保14(1843)

璽堕 ～ 遠 永4(185・)}一 一

16・05・831121 ・739・91

(15・0)3・997L量 聖
一⊥5.go

5.73

止 与}
}

塩

赤穂東

竹原(

撫養(

多喜浜

こ田尻

野崎(

出典が本文中になきも(

広山尭道編 『赤穂塩業

岡光夫 『村落産業の史

渡辺則文 ・有元正雄 「

永4年 野崎5番 浜の分)

岡光夫著 『lI本塩業の6

ののみ をあげる。

史』188ペ ー ジよ り算出(寛 政2年,赤 穂尾崎浜)

的構造』207ペ ージ(文 政2年,多 喜東分)

巨大塩 田地 主の形成 と塩の生産構造 」『近世社会経済史論集』所収論文
。(嘉

あ ゆみ 』117ペ ー ジ

塩
田
開
発

の
費

用

の
明
細

は
塩
業
史
料

の
う
ち

で
は
得
難

い
も

の
の

{
つ
で

あ
る
が
、
幸

に
三
田
尻

で
は
元
禄

一
二
年

(
一
六
九
九
)
の
占
浜
二
五
軒
分

で
四

三
町

の
開
発

の
記
録

が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
表

3
に
示
し
た
。
総
費
用
は
銀

四

八
九
貫
余

で
、

そ

の
内

で
石
垣

の
潮
留
用

の
砂
と
そ
の
運
搬
賃

は
三
三

・
七
四

%
を
占

め
、
諸
郡

日
傭
労
賃
三
六

・
六
九
%
に
、
南
蛮
樋

と
唐
樋

の
す
え
賃

一

八

.
〇

二
%
、
人
夫
飯
米
そ

の
他

に
四

・
九
%
、
万
買
物
代
銀
六

・
五
九
%
と

な

っ
て
い
る
。

一
町
当
り

の
開
発
費
が
銀

一
一
貫
三
七

四
匁

で
、

こ
れ
に
は
塩
田
経
営

の
必

要
設
備

の
製
作
費

が
見
積
ら
れ

て
い
な

い
の
で
、

そ
れ
が
大
体

に
お
い
て
三
貫

ほ
ど

で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
を
加
え
る
と

一
四
貫
余

に
な
る
。

こ
の
古
浜
も
寛
政

十

二
年

(
一
八
〇
〇
)

に
は

一
軒
前
が
三
五
貫

で
、

一
町
当
り

で
は
二
三
貫
と

な

っ
て
い
る
。

こ
の
開
発

で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
海
中

に
進
出
し
た
か
ら
水
圧
を
強
く
う
け

る
の
で
、
堤
防
を
石
垣

に
し
た
。
南
蛮
樋
を
と
り

つ
け

「
ろ
く
ろ
」

で
巻
き
あ

げ
、
板
戸
を
上
下

で
き
る
装
置

で
、
「
横

一間

・
長
九
間
、
高

三
間
、
左
右
切
石

垣
」

と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

ま
た
海
水
注
入

口
と
排
水
溜
及
排
水
間
を
分
離

し
た
点

で
、

そ
の
後

に
開
発

さ
れ
た
著
名
塩
田

の
坂
出
塩
田
開
発

の
範
と
な

っ

た
。
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三
田
尻
古
浜

は
醤

す
な
わ
ち

「
本
勘
」
を
も

っ
て
開
発

さ
れ
た
が
、
開
発

さ
れ
た
塩
田
は
民
間

に
払
下
げ
た
。

一
軒
前

五

貫

に
も

近
-
投
下
し

て
造
成

し
た
の
で
あ

る
か

り
、
購
入
者

の
支
払

い
は
大
変

で
あ

り
、
年
限
轟

.
て
何
回
か

に
分
割
し
て
支
払
わ
せ
、
中

に

は

「
抱

の
家
屋
敷

由

畠
等
迄
、
質
置
浜
仕
立
候
得
共
、
時

々
銀
子
く
り
出
令
不
足
、
千
葉
買
得
成
難
申
」
と

い
.つ
者
も
出
現
し
、
藩
は

浜

の
仕
入
銀
と
し

三

軒
前

に
銀

酉

、
利
息
を

痢

で
、
死

間
貸
付
け
、
ま
た
浜
子

の
飯
米
と
し

て
杢

石
六
斗
を
貸
付
け
た
り
し

て

い
る
・
塩

田
の
購
人
費

が
多
額
な

の
で
、

こ
れ

に
応
じ
う
る
の
は
農
村

で
は
地
セ
、
町
方

で
は
富
裕
商
人

に
阻

り
れ
、
し
か
も
購
入
後

に

そ
れ
を
維
持
す

る
の
に
異
常

な
努
力
が
支
払
わ
れ
た
の
で
あ

る
。

三
田
尻
四
か
所
塩
田
経
営
に
つ
い
て

葱

警

一〒

四
枚
之
内
、
僅
三
拾
五
枚
居
固
屋

自
作
)
之
地
待

而
、
九
拾
九
枚

ハ
浜
内
井

他
所

・
地
付
之
者
抱
居
・
入
作

(小
作
)
加
調
預

り
笠

一
而
御
座
候
L
と
称
し

て
い
る
よ
・つ
に
、
自
作
が
わ
ず
か

に
三
五
軒

で
、
他

の
九

九
軒
は
小
作
人

に
預

け

て
加
調
銀

(小
作
料
)
を
と
る
地
主

で
、
実

に
ヒ

四
%
が
小
作

に
依
存
し

て
い
る
。

自
作
経
営
が
少
な

い
の
は
・
塩
浜
所
持
者

が
農
村

の
地
主
や
町
方
商
人
な
ど

に
よ
る
か

り
で
、
彼

・り
は
本
業
を
有
し

て
い
る
か
.り
、
塩

業
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
小
作
料
取
得
者
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。
三
田
尻

の
塩
田
地
主
は
、
赤
穂
や
松
、水
の
よ
,つ
に
特
定

の
者
が
多

く
を
集
中
す
る
の
で
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が

一
塩
田
を

一
軒

で
所
有
す
る
の
が
特
色

で
あ
る
。

小
作
料
は

一
軒
前
が
銀
三
貫
ぐ
ら

い
で
、
天
保
末
年

に

一
軒
前
塩
田

の
売
買
価
格
が
銀

四
〇
～
五
〇
貫

で
あ

る
か

り
、

そ
の
六
～
七

.

五
%

に
あ
た

っ
て
い
る
。

三
田
尻
は
塩
田

の
位
置

や
羅

を
、
す
ぐ
れ
た
状
態

に
存
立
せ
し
め
た

こ
と
前
述
し
た
が
、

そ
れ
が
経
営
面

に
ど

の
よ
.つ
に
反
応
を
示

し
た
か
・
瀬
戸
内

の
入
浜
塩

田
を
比
較
し
た
の
が
表

4
で
あ
る
。
各
塩

田
資
料
が
投
下
労
働
量
を
正
確

に
記
載

し
て
な

い
の
で
、
労
働

の

生
産
性
を
求
め
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
そ

こ
で
塩
業
収
入
が
労
賃

の
何
倍

に
あ
た
る
か
を
算
出
し

て
み
た
。

な
る
べ
く
各
浜

の
全
体
を

現
わ
し
・
個
別
経
営

の
資
料
を
用

い
な

い
よ
う

に

つ
と
め
た
が
、
撫
養
と
野
崎
だ
け
は
該
当
す
る
も

の
が
な
か

っ
た
。

}」
れ

で
み
る
と
、
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中
期
入
浜

は
二
、
三
倍

に
す
ぎ
ず
、
三
田
尻

は
野
崎
浜

に

つ
い
で
第
二
位

で
あ
り
、
労
働

の
効
率
が
き
わ
あ

て
高

い
こ
と
を
示
し

て
い
る
・

3

休
浜
下
に
お
け
る
塩
業
経
営

一
七
世
紀
な
か
ば
か
・り

天

世
紀
初
頭

に
か
け

て
の
急
激
な
塩

田
増
加

に
よ

っ
て
、
塩
生
産
量
が
過
剰
と
な
り
・
そ
の
対
策
と
し
て
∴

月
か
、り
九
月
ま

で
八
か
月
間
を
生
産
期
間
と
し
、

四
か
月

は
休
浜

に
す
る

「
二
九
休
浜
法
」
が
宝
暦
年
間

に
提
唱
さ
れ
た
が
・
各
浜

の
足

な
み
が
そ
ろ
わ
ず
成
功

し
な
か

っ
た
。

つ
い
で
明
和
八
年

(
一
七
ヒ

.
)
三
田
尻
鶴
浜

の
田
中
藤
六

に
よ
り

三

八
休
浜
替
持
法
L
が
提
唱

さ
れ

、

三
田
尻

塩

田

は

そ
れ
を

み
ず
か

ら
実

行

し

て
い
る

こ
と
次

の
通

り

で
あ

る
。

)表5天 保14(1843)年 三田尻1軒 前(134軒 平均)経 営(銀札表示

紅
コ

代 銀

浜 銀

石 炭 運 上

問 屋 日 銭

浜 」 恩 給

浜 子 飯 米(〔

ノJ、屋言占日傭(2

寄 せ 女(3)

跡付 女(1)

増水取(L5)

釜焚(2)151

石 炭 代

入 替 砂 代

縄 ・俵 ・縫莚

諸 用 具 代

『防長風1二注進案』9。

九
月
末
6
正
月
迄
は
至
而
淋
し
く
、
二
月
6
地
場

其
外
普
請

二
取
掛

り
、

三
月
6
九
月
上
旬

は
浜
子

其
外
多
人
数
集

り
賑
敷
御
座
候
、

日
和
年

二
而
塩

出
来

多

く
御
座

候
共
、
宜

と
申
事

二
而

は
無

御

座
、
塩
売
場
銀
百
目

二
付
、
拾
石
6
内

二
而
無
之

候
得

は
儲
銀
無
数
、
勘
定
相
不
申
候
、
塩
余
分
出

来
候

時

は
、
諸

雑

用
多

ク
掛

リ
勘
定

悪

く
御

座

候
、
近
年

は
功
者

二
相
成
地
場
半
分
宛
、

日
替

二

持
立
申
候
、
年

々
上
下
之
浜
所
6
室
積
江
集
り
致

会
合
候
而
、
塩
余
分
出
来
不
申
様

↓
統
持
目
之
申

合
仕
候

製
塩
期
間
が
三
月
か
ら
八
月
末
と
し
、
九
月

か
ら
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表6三 田尻塩田一軒前の塩収量 と石炭消費量の推移(152軒 平均)一
讐1
118,3811

!-_____1『.亜 一

石 炭 消 費 量

斤

282,535

285,267

283,625

301,720

年

天保5～

弘化1～ 嘉 永

安 政1～ 文久

元治1～ 明治

秋良貞巨 『煮海私記」(1964年 塩業組合中央会発行)に より算出。

二
月
を
休
浜
し
、

し
か
も
近
年

は
塩
浜

の
半
分
宛
を
隔
日
に
就
業
す
る

「
替
持
法
」
を
実
行

し
て
い
る

こ
と
と
語

っ
て
お
り
、
浜

で
働
く
浜
子
が
、

地
元

の
三
田
尻
外
か
ら
入

り
込
ん

で
い
た

の
で
休
浜
中
が

「
至

っ
て
淋
し

い
」
と
い

っ
て
い
る
。

か
か
る
休
浜
下

で
の
三
田
尻

四
か
浜

の
自
作

の
平
均
的
経
営

は
表

5
に
示
し
た
通
り

で
あ
る
。

こ
の

貨
幣
表
示

は

「
二
割
三
分
差
」
の
銀
札

(
二
割

三
分
を
差
し
引
く
と
正
銀
値
と
な

る
)
で
あ

る
。

一
軒
前

一
町
六
反

で
三

.
一五
二
俵

の
塩

の
生
産
を
あ
げ
、

代
銀
二

一
貫
七
三
八
匁
余

で
販
売
し

て
い
る
か
ら

一

俵
が
六
匁
七
分

(銀
五
匁
四
分
)

で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
諸
経
費
を
差
し
引
く
と
五
質
五
八

一
匁
六
分

の

余
剰
と
な
り
、

.
一五

・
六
八
%

の
収
益
率
を
示

し
て
い
る
。
江
泊
塩

田
の
小
作
人

一
七
軒

の
平
均

で
は

小
作
料
を
支
払
う
関
係

で
収
益
率

は
四

・
五
九
%

で
あ

る
。

こ
れ
は
ま
だ
生
産
抑
制
が
ゆ
る
や
か
な
時
代

で
の
経
営

で
あ
る
が
、

三
田
尻

は
弘
化
四
年

(
一
八
四

七
)
か
ら

「
三

ッ
割
」
と

い

っ
て

一
日

に
地
場

の
三
分

の

一
し
か
製
塩

を
し
な

い
こ
と

に
な

っ
た
。
休
浜

の
ね
ら
い
は
、
塩
価
を
維
持
す
る
た
め
過
剰
生
産

に
な
ら
な

い
よ
う

に
す
る

こ
と
と
、
生
産
費
を
減
少

せ
し
め
る
二

つ
の
目
的
が
あ

っ
た
。
生
産
費

の
う
ち

で
比
重

の
高

い
石
炭
消
費

は
、
生
産
量

の
減
少

に

応

じ

て
減
少
を
示
し
た
か
ど
う
か
を
み
よ
う
。

表

6
に
よ
る
と
天
保

段
階

で
は
塩

一
〇
〇
石

に
付
き
石
炭

一
万
六
ヒ
八

二
斤

に
す
ぎ

な
か

っ
た

の

が
、
極
度

に
生
産

の
減
少

し
た
元
治
か
ら
明
治

に
か
け
て

一
万
九
三
五
五
斤
を
要

し
、

=

.
五
%

の

ア

ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
。
塩
価

の
面
を
考
慮
外
と
す
れ
ば
、

一
軒
前

で
の
限
界
以
上

の
塩
生
産

の
制
限

は
、
燃
料
費
だ
け
と

っ
て
み
る
と

コ
ス
ト
高
と
な
る
。
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1

慶

応

1

、兀
治

1

文

久

1

.万

延

'iibl5

弘 嘉 安
化 永 政

図4三 田尻152戸 の塩 収量 と石炭 消費 高

釧

基

ZU

万
石

雇

図
4
は
天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
か
ら
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
ま

で
、

]
年
ず

つ
を
示

し
た
が
、
年

に
よ
り
石
炭
消
費
量
が
塩
生
産
量

に
対
し
極
度

に
高

い
年
が
あ

る
。
生
産

量

の
減
少
が
燃
料
費
を
割
高

に
す
る
理
由

は
、
厳
し

い
採
鍼

日
数

の
制
限
下

で
は
、

よ

り
多
く
生
産
を
あ
げ
よ
う
と
し

て
、
濃
度

の
低

い
戯
水
を
利
用
す
る
か
ら

で
あ

る
。
「
三

ッ
割
」
は
制
限

の
ゆ
き
す
ぎ
か
ら
、
経
営
を
悪
化

せ
し
め
た
と
思
わ
れ
る
。

4

塩
業

を
め
ぐ
る
村
落
分
業

近
世

日
本

の
人

口
の
増
減
現
象

は
、

一
八
世
紀

に
至

っ
て
停
滞
し
、

]
九
世
紀

の
中

頃
ま
で
に
三
%

の
増
加
し
か
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
地
域
的

に
み
る
と
そ

の
差
異
が
著

る
し

い
。

幕
藩
体
制

の
成
立

に
よ

っ
て
、
江
戸

へ
諸
物
資
を
送

る
た
め

に
諸
産
業
が
展
開
し
た

近
畿
や
そ

の
周
辺
地
が
、

一
八
世
紀

以
降

に
諸
産
業

の
停
滞
か
ら
、
人

口
が
五
～

一
〇

%
減
少
し
た
。

ま
た
農
村
荒
廃

の
著

る
し
か

っ
た
北
関
東
が
三
〇
%
近
く
減
少

し
て
い

る
。

こ
れ

と
は
逆

に

一
八
世
紀

以
降
諸
産
業

の
発
展

に
よ

っ
て
増
加

し
た
地
域

が
あ

る
。
米
作

の
生
産
力
を
高
あ
た
北
陸
が

…
八
%
、
米
や
綿

の
発
展
し
た
山
陰

と
、

「
八

世
紀
以
降
農
地
開
発
の
進
ん
だ
南
九
州
と
が
共

に
、
一四
%
、
産
塩
地
域
と
し

て
の
山
陽

が
.
一〇
%
、

四
国
が
二
七
%

で
、
と
も

に
高

い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
産
塩

の
こ
地

域

は
、
塩
ば
か
り
が
増
加
し
た
の
で
は
な

い
が
、
塩

の
果
た
し
た
面
を
無
視
す

る
こ
と

が
で
き
な

い
。

か
か
る
視
点
か
ら
三
田
尻
を
な
が
め

て
み
よ
う
。

…



三
田
尻
浜
方

の
家
数
は
四
六
七
戸

(合

一
九
〇
八
人
)
で
、

そ
の
構
成

は
農
業

エ
ハ
、
塩
業
経
挙

五

、
諸
商
人

三

九
、
諸
職
人
六

、

廻
船

上

荷
乗

一
七

、
中

師

三

、
浜

子
稼

九

、
釜

焚

二

二
、

日
傭

一
七

四

で
農

業
を

除

い
て
、

他

の
商

人
、

職
人

な

ど

す

べ
て
が
塩

業

職 種 銀 高 職

貫

134軒 塩 代 2,913,014 綿替木綿織出

小商人(56)益 17,110 糠 ・干鰯(1)

大問屑(2)口 銭 8,600 綿屋(1)

小 問 屋(10)〃

、魚 せ り問 屋(3)"

14.2001芸 了・屋(1)

15.4。 。 湘:(1)
i

陽醒(4溢

商経論叢 第32巻 第1号18

表8三 田尻浜方の業種別純収入

種

燗 問屋(2)〃1

米屋(23)

醤 油屋(4)

古 手(3)・ 質 屋(2)

濃物屋(4)

紺屋(2)

魚 屋(14)

椛 炭屋(5)

揚 屋(14)

鍬大 工(3)

鍛冶 屋(10)

表 具師(2)

竹 篭屋(3)

家大 工(9)・ 船 大 工(12)

桶大 工(2)

、油板 物(3)
L.__一 一

銀 高
一

貫

21,500

1,800

1.5DO

400畳 刺(1)
　

31謝 繍 ∵)
.111i筆 結(1)

8.5001屋 根 師(1)

7.000木 挽(2)

2.600左 官(6)

17.500寺 小 屋(2)

4.750会 所 番(2)

16.800廻 船70～100石(6艘)

〃14～30不 」(ll")3.450

12.3・ ・1中 師(3)

1.660[浜 子(9)恩 銀

2。220塩 焚(22)

20.160定 日 用(174)

1:llll塾蹴齢
__」_一______一 一___.__一

()内 は軒数

表9他 村から購入品銀高

(塩関係)

　幟

ろ

72

し

q

む

料

G

・

炭

砂

俵

材

替

・

石

入

縄

諸

計

lili翻
191

1,226

3表 ともr防 長風 上麗 案』9。

1.840

1.000

970

830

840

650

soo

:-r

5.220

1.000

1.400

7.800

5.720

1.950

s.120

13.200

104.400

7.392

3,297.546

表7浜 子供給状況
　

計 浜 内 浜 外

浜 子

小屋詰日用

女 日 用

釜 焚

536

2ss

737

268

9

174

0

22

527

94

737

246

計
】

1,809 205 1,604
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図5三 田尻宰判の村落

④
徳

地

宰

判

》
へ

(徳
由
支
藩
領
)

寓
海
村

貯
⑬

防長風土注進案

と
直
接

あ

る

い
は
関
節

に
関
係

を
有
す

る

業
種

で
あ
る
。
塩
業
労
働
者
は
表

7
に
よ
る

と

一
八
〇
九
人

で
、
そ
の
う
ち

二
〇
五
人
が

浜
内
か
ら
供
給
さ
れ
、

一
六
〇
四
人
が
浜
外

か
ら
入
り
込
み
、
塩

の
生
産
期

に
は
浜

の
人

口
が
二
倍

に
な
る
の
で
あ
る
。

浜
内

居
住
者

に
よ

っ
て
得

ら

れ
る
職
種

別
銀

(札
)
収
入

は
、

農
業
を
除

い
て
表

8

の
通
り
で
あ

り
、
総
計

で
三
二
九
七
貫
余

の

収
入

で
、
そ
の
う
ち
塩

が
八
八
%
を
占
め
、

他

の
業
種

は

一
二
%
と
な

っ
て
い
る
。
塩

の

生
産

に
要

す

る
諸
材

料

は
浜
内

か
ら

の
供

給
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
表

9
に
示
し
た
よ
う

に
浜
外
か
ら

一
二
二
六
貫
が
供
給
さ
れ
、
九

州
か

ら

の
石
炭

を
除

い
て
周
辺
地

か

ら
も

た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
周
辺
地
域

の
強

い
人

口

収
容
力
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
実
例
を

二
、
三
し
め
し

て
み
よ
う
。
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三
田
尻
塩
田

に
隣
接
す
る
伊
佐
江
村
は
軒
数
が

一
五
〇
軒

で
、

三
〇
軒

は
相
応

に
暮

し
て
い
る
が
、
五
〇
軒

は
半
年

の
飯
料
を
貯

へ
、

残
り

の
七
〇
軒

は
預

り
作

の
み

で
、
小
作
料
を
支
払

う
と
二
、
三
か
月

の
貯

へ
も
し
か
ね
、
大
方

は
農
業

の
合
間

に
塩

の
俵
装
用

の
縄

や

菰
な
ど
を

つ
く
り
、
野
菜
な
ど
を
売

っ
て
食
糧
を
購
入
し

て
い
る
。

塩
菰
は

一
〇
六
万
五
〇
〇
〇
枚

で
、

三
〇
枚

一
把

で
三
万
五
五
〇
〇
把
、

一
把
二
匁

に
し

て
代
銀
七

一
貫
目
、
元
藁

の
半
分
は
持
合
せ

の
も

の
で
、
半
分

は
仕
入
れ

で
、

そ
の
代
銀

一
四
畏

二
〇
〇
目
、

こ
れ
を
差
引

い
て
五
六
貫
八
〇
〇
目
が
収
入

で
あ
る
。
ま
た
塩
小
縄

一

万

二
五
〇
〇
束
、

一
束

一
匁

で
代
銀

二
二
貫

五
〇
〇
目
、
元
藁

の
半
分
は
仕
入

で
、

こ
れ
が
五
貫
六
二
五
匁
、

こ
れ
を
差
引
き

一
六
貫
八

七
五
匁
と
な

る
。
両
者
を
合
わ
せ
る
と
七
三
貫
六
七
五
匁

で
あ

る
。

向
島
村

は
三
田
尻
塩
田

に
近

い
南
方
対
岸

の
島

で
、

田
畑
五
三
町
余
、
全
軒
数
は
三
、
ゴ
、一軒

で
、

そ
の
内
農
業
が

=

四
軒
、
廻
船
上

荷
乗
と
漁
人
を
合
わ
せ

て

一
八

一
軒
が
主
た
る
職
種

で
あ
る
。

塩

に
必
要
な
諸
材
料

の
運
送

の
収
入
が
多

い
。
、
一〇
〇
石
積
か
ら
、
一、
一〇
石
積
ま

で
の
廻
船

が

一
一
艘

あ
り
、
九
州
か
ら
石
炭
を
積
登

り
、
休
浜
中

の
冬
春
は
年
貢
米
を
運
送

し
て
い
る
。
胴
子

(水
夫
)
給
金

や
食
費

・
雑
費
を
差
引

い
て

一
艘

の
収
入
平
均
が
二
貫
五
〇
〇

目

で
、

=

艘

で
二
七
貫
五
〇
〇
目
を
得

て
い
る
。
ま
た
八
〇
石
積

よ
り

二

〇
石
積
ま

で
の
廻
船
が
五
艘

あ
り
、

こ
れ
も
九
州
か
ら
石

炭
を
運
送
し
、
休
浜
中

は
諸
運
搬

に
従
事

し
、
諸
費
用
を
差
引
き

一
艘

一
貫
八
〇
〇
目
、
五
艘

で
九
貫
目
。
二
〇
石
積
か
ら
七
〇
石
積

ま

で
の
も

の
が
二
二
艘
あ

り
、

こ
れ

は
諸
方
小

廻
り
運
送

で
、
幾
分

は
塩
関
係

の
も

の
も
あ
り
、
諸
費
用
を
差
引

い
て
二
五
貫
六
〇
〇
目

の

収
入
を
得

て
い
る
。

上
荷
船
六
六
艘

は
、
塩

を
波
止
場
か
ら
廻
船
ま

で
運
び
、
ま
た
石
炭

の
水
揚
げ
、
休
浜
中

に
入
替
砂
積
取
等
、
諸
費
用
を
差
引
き

一
艘

六

三
〇
目
ず

つ
で
四

一
貫
五
八
〇
目
、

こ
れ
は
農
民

の
兼
業
と
し

て
営

な
ま
れ

て
い
る
。
引
網
漁
船

一
六
艘

は
夏
秋

は
本
業
を
な
し
、
休

浜
中

は
入
替
え
砂
積
職
を
な
し
、
諸
費
用
を
差
引
き
両
業

で

一
艘
六

一
五
目

に
し
て
、
九
貫
八

四
〇
目
と
な

る
。
ま
た
桐
子
稼

の
者
七
五
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人

で
、

一
人
平
均
二
八
〇
目

で
・
=

貫

の
収
入
を
あ
げ

て
い
る
。

以
上

に
あ
げ
た
廻
船

.
上
荷
船

.
引
網
漁
船

・
胴
子
稼

の
収
入
を
合
計
す
る
と

=
二
四
貫
五
三
〇
目

で
あ

る
。
そ

の
他

に
塩
と
関
係
す

る
鍛
冶

二
軒

で

}
貫
八
〇
〇
目
、
船
大

工
七
人

で
七
貫
三
五
〇
目
、
石
工

一
人

で

}
貫
目

を
あ
げ

て
い
る
。

田
嶋
村

の

一
部
は
島

で
あ

っ
た
が
、
寛
永

五
年

(
↓
六
二
八
)
の
潮
合
開
作

に
よ

っ
て
陸
続
き
と
な

っ
た
。
全
軒
数
は
八

一
五
軒

で
、
中

の
浦

に

一
五
三
軒
、
小
泊

り
三
二
八
軒
、
中
野
村

二
九
七
軒
、
国
分
寺
開
作

三
七
軒

に
分
布

し
て
い
る
。
中

の
浦

の
村
方
は
農
業

の
合

間

に
蓑

や
塩
菰
を

つ
く
り
、
小
泊

り
で
は
塩
菰

と
浜
稼
を
、
中
野
村
は
七
、
八
歩
が
浜
稼
と
屋
根
師
、
塩
菰
、
塩
行
商
な
ど
を
し

て
い
る
。

塩

関
係

の
職
種

の
収
入
を
あ
ら
わ
し
た

の
が
表
10

で
、
全
収
入

が
二
八
四
貫
余

で
あ
る
。
塩
浜

の
日
傭
が
二
九
四
軒

で
三
六
%

に
も
達

し
、

ま
た
地
場

の

「
寄
せ
」

や

「
跡
突

き
」
を
な
す
女
子
労
働
者
が
相
当

に
い
て
、

三
田
尻
塩
田

の
労
働
供
給
地
と
し

て
の
特
色
を
あ
ら

表10田 嶋村塩関係職種の収入
『

軒 数 収 入 銀 高 1軒 当 り

軒 貫 匁 貫 π
2 3,400 1,700

2 1,800 000

2 1,440 720

11 10,560 9fiO

7 s.300 90Q

i.loo

OOO

fi50

450

700

750

630

s30

1.1001

1

3

30

6艘

4

12〃

294

蝿

f

コ

種職

鍛 冶

鍬 大 正二

木 俊

家 大1二

船 大r

石i

塩浜桁細」

桶 大1

屋 根 師

瓦 焼

廻 船

上 荷 船

塩 浜 日 傭
拙▼し"
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『防長風f注 進案』9。

わ
し

た
村

で
あ

る
。
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